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ねらい

１．「生活者としての外国人」に対する日本語教育にお
いて、日本語能力評価の可能性とポートフォリオの活用
について探る

２．各地の実践事例から『「生活者としての外国人」に
対する日本語教育における日本語能力評価について』の
効果と課題を共有する



内容

１．ポートフォリオって？

２．『「生活者としての外国人」に対する日本語教育に
おける日本語能力評価について』が提案するポートフォ
リオと日本語能力評価

３．各地での実践事例

（１）社会福祉法人さぽうと２１

（２）磐田国際交流協会



日本語能力評価について



目的

目的

学習者が自身の日本語学習状況を把握し、日本語
学習を継続させていくための日本語能力評価

日本語教育
プログラム
の中で

日本語学習
を

ふりかえる

次の
ステップを
みる

学習動機
の
維持



評価者

自己
評価

他者
評価



評価の観点

・日本語を用いて生活上の行為がどの程度できるようになったか

・日本語に関する知識の量は含めない

日本語
について

何を学習した
のか

どのようなコ
ミュニケー
ションをした
のか



日本語学習ポートフォリオの構成

１．生活上の行為達成の記録

「生活上の行為」に基づいたタスクに関して、達成

２．学習の記録

「日本語教室」そのものに関すること、日本語

記録します。

３．社会生活の記録

日本語教室外で日本語を用いて行った生活上の行為や と

を記録します。

要素の異なる
３つの
「記録」



振

参照

引継ぎ

指導

日本語学習ポートフォリオと学習者・周囲の関係

協力者（家族や地域住民）

日本語学習
ポートフォリオ

１．生活上の行為達成
の記録

２．学習の記録
３．社会生活の記録

他の支援団体 指導者Ａ

者Ａ’

日本語能力評価についてＰ１７

いつ
だれが
どう
使うの？

いつ
だれが
どう
使うの？
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蓄積
＋

ふりかえり
↓

気づきの循環



とよた日本語能力判定「対象者判定」

１．Can-do Statements

２．「聞く・話す」判定

３．「読む・書く」判定
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レストランで注文するとき、料理について日本
語で聞いてから注文することができます

幅広い行動に
ついて

「できる」か
どうか聞ける



ポートフォリオって？



ポートフォリオって？

教育目的に沿って収集した学習者の学習 ン

（１）コレクション・ポートフォリオ

学習者が自分の学習の過程・成果に関する

（２）ショーケース・ポートフォリ

（１）の中から人に見せるために取捨選択し

（３）評価用ポートフォリオ

取捨選択したポートフォリオを評価のために使

「ふりかえる」
ために
集めておく



「生活者としての外国人」のことばの学習

仕事

家庭

どう勉強した
らいいの？

勉強しても効
果がでないよ

環境



学習者の移動

越境



「生活者として
のことばの学習

移動



「生活者としての外国人」のことばの学習

自分には何が
必要？

こ と

ニーズ

何が日本語で「できるよう
「なりたいのか」考え

地域の学習者こそ

動機付けが重要



「動機付け」としてのポートフォリオ

テストの評価

・「できる」

・「できない」

→地域の学習者

→継続性

プロセスの評価

・授業の様子

・成果物

・ノート

・記録

→プロセス

→自己評価

これまで
見えなかったもの

見える！



ポートフォリオ評価は何を評価するのか

・評価の観点の重要性

・評価対象は？（姿勢・日本

・プロセス

・自己評価×他者評価

・主観的な評価→動機付けに直

特性を考慮した
活用が必要



どんなものがポートフォリオ？

どんなものがポートフォリオの中身として考えられ
るでしょうか？



何をどう
ふりかえるか
を念頭に



教材
＋

ポートフォリオ







「生活者としての外国人」に対する
日本語教育における日本語能力評価について
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日本語能力評価についてＰ１５



各地の事例
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効果的な
ふりかえりで

継続的で効果的な
学びをつくろう


